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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 4 5 8 1 2 2 0 7 7 2 0 1 0
5 0 0 0 1 1 5 8 0 0 2 2 1 0 0 1
7 * 1 7 6 11 1 2 1 3 4 7 4 4 2 0
11 0 0 1 1 4 0 0 2 1 0 1 1 2 1 0
12 0 0 0 0 1 2 2 1 1 4 5 0 1 1 1
13 0 1 2 5 11 1 5 2 2 2 4 0 2 1 0
14 * 0 4 4 6 0 0 0 0 0 0 1 5 4 0
17 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0
18 * 0 0 4 7 3 4 1 2 3 5 0 1 0 0
23 0 0 0 1 3 0 0 0 2 2 4 0 0 0 0
24 0 0 0 4 6 0 0 0 4 7 11 2 0 0 0
27 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 0 0 1 0
30 0 0 1 1 4 1 2 0 1 1 2 0 0 0 0
41 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
76 * 0 0 0 3 0 0 3 2 4 6 0 3 0 0

0 0 0 0 0
3 20 33 67 14 25 12 22 37 59 11 19 11 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 3 7 0 0 5 4 1 5 0 1 1 0
4 0 0 1 1 3 0 2 5 0 3 3 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 * 1 9 1 3 1 2 4 0 2 2 3 0 2 0
11 * 0 4 0 1 0 0 1 0 1 1 4 2 3 0
14 * 0 2 1 8 2 3 2 3 4 7 3 0 0 0
15 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
22 0 1 2 3 5 0 0 1 1 2 3 1 0 2 0
23 * 0 3 5 14 0 0 3 1 7 8 0 1 1 0
25 0 2 2 1 2 0 0 3 0 1 1 1 0 0 0
31 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
37 * 0 0 4 9 0 1 1 5 1 6 4 0 1 0
55 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 25 21 55 3 8 26 15 23 38 18 4 10 0

Team / Coach: 天田　英彦 -
合　　　計 57
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渡辺 航 0 2
松本 真弥 8
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-
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足立 圭祐

竹本 悠亮 2 5

20
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佐藤 仁彦

34

8 7

辻 直弥 9 15
龍 季弥 10 36

1

安藤 渉 6 17

ST MINTO AS

杜 家騰 4

松浦 慎哉 6
木村 省吾 0
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村上 直也 2 12
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流通科学大学
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Team / Coach: 尾前　光昭
合　　　計 89

佐藤 雄人 0

200
RATE 15.0% 49.3% 56.0%

野見 悠人 2
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井島 啓貴 11 16

元田 大貴 2 19
下田 忠至

9

東 大洋 2 7

高山 竜之介 8 20
熊瀬川 崇広 0 1

16
舩戸 瑞貴 0 5

岩坪 康太朗 3 9

14 10

川武 雅幸 16 24

石塚 渉 8

改田 賢太 7 16

高野 慎也 2 11
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荒谷 優斗 14 19
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2015.09.06
同志社大学開始時間 15:00

会　　場 京都産業大学

2015年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点1 勝ち点1

試 合 ＮＯ119

89 57

敗チーム

流通科学大学

男子

戦評
【総括】
今年度リーグ戦4日目第4試合は同志社大学 対流通科学大学。両チームともに負けれない戦いでありアップから緊張
感が漂っていた。序盤は両チームの激しい攻防が続く。しかし、第2ピリオドで同志社がペースを掴み一気に差を開け
た。流科大は同志社の激しいディフェンスにより得点を奪えずにいる。後半に入るも激しいディフェンスの前に流科大は
依然として得点をとれないのに対し同志社はディフェンスから流れを掴み初勝利を飾る。
【第1ピリオド】
開始早々両者共に激しい攻防が続いた。流科大は#37松本・#14杜の高さを活かしリバウンドなどからの力強いオフェン
スに対し同志社は#7川武・#14高山激しいディフェンスからの速攻や#0荒谷のミドルシュートで得点を重ねていく。お互
い得点をとれない時間もあったが両者ディフェンスで粘りを見せ、18-12で同志社の6点リードで終える。
【第2ピリオド】
同志社#18井島のシュートから始まる。同志社は激しいディフェンスから#7川武・#0荒谷の得点を中心に流れを掴み、
突き放しにかかる。点差を縮めたい流科大は簡単なミスが続き、上手くオフェンスが組み立てられない。しかし、流科大
激しいディフェンスから#2安藤・#23龍の連続得点で対抗するが、上手く流れを掴めないまま、39-20で同志社の19点
リードで前半を折り返した。
【第3ピリオド】
後半に入り点差を縮めたい流科大は#23龍・#8松浦を中心に攻め得点するが、同志社も#7川武・#14高山が得点し、流
科大は点差を縮めれない。同志社は速い展開に持ち込み、完全にペースを掴み点差を広げる。対する流科大は、ディ
フェンスを激しくするが、チームファウルが溜まってしまい、思うようにいかないまま、60-35で同志社が25点リードで3Q
を終える。
【第4ピリオド】
流科大は点差を縮めるべくオールコートプレスにより得点を奪う、同志社はミスが続きすかさずタイムアウトをとり立て直
す。タイムアウト明け同志社は#5改田のスピードによりプレスを突破する。ミドルシュートも着実に決め流科大は点差を
縮めれずにいる。流科大はガッツのあるリバウンドやプレスをするも点差を縮めれないまま89-57で同志社が勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

草竹・東村(大院大)戦評小畑　治 副審 大倉　哲也


